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令和７年度倶知安町下水道事業会計決算に係る資金不足比率の 

報告について 

 

 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）第22条第１項の規

定により、令和７年度倶知安町下水道事業会計の資金不足比率を監査委員の意見を付け

て報告する。 
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倶知安町長  文 字 一 志 
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資金不足比率報告書 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定により、令和７年度決

算に基づき令和８年度に公表する倶知安町下水道事業会計の資金不足比率を次のとおり

報告します。 

 

 

記 

 

 

特別会計の名称 資金不足比率（％） 備  考 

倶知安町下水道事業会計 －  
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Ver 07.00

資金不足比率に関する算定様式

共通事項 ２①表　公営企業会計に係る資金不足額等

法適用企業 法適用企業

(1) 　 (2) (3) (4) (5) (6)

a-b-c-d-e (-f) 流動負債 a
控除企業債等

b
控除未払金等

c
控除額

d
PFI建設事業

費等 e
土地前受金 f

（宅造）
算入地方債 g-h-i(-j)

流動資産
g

控除財源
h

控除額
i

土地評価差額
j  （宅造）

地方債残高
（宅造）

長期借入金
（宅造）

令３条１項の
額・令４条の

額

014001 北海道 倶知安町 5 6,175,280 水道事業会計 水道 1 法適 52,174 66,058 13,884 691,005 691,005 - -638,831

014001 北海道 倶知安町 5 6,175,280 下水道事業会計 下水道 1 法適 4,501 284,831 259,602 20,728 219,273 219,273 - -214,772

共通事項 ２①表　公営企業会計に係る資金不足額等

法非適用企業 法非適用企業

(1) (2) (3) (3') (3") (4) (5) (6)

歳出額 算入地方債
s-t1-t2-t3-

t4-t5+t6
歳入額 s

継続費逓次繰
越額 t1

繰越明許費繰
越額 t2

事故繰越繰越
額 t3

事業繰越額
t4

支払繰延額
t5

未収入特定財
源 t6

うち事業繰越
等にかかるも

の t6'
繰上充用金

土地収入見込
額 （宅造）

地方債残高
（宅造）

長期借入金
（宅造）

令３条１項の
額・令４条の

額

014001 北海道 倶知安町 5 6,175,280
地方卸売市場事業特別
会計

市場 1 非適 8,337 16,338 16,338 - -8,001

地方公
共団体
コード

都道府
県名

市区町村名等
団体
区分

標準財政規模
x

事業区分
宅造
区分

法適
地方公
共団体
コード

都道府
県名

市区町村名等
団体
区分

標準財政規模
x

特別会計名

特別会計名 事業区分
宅造
区分

非適
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(14)　合計

861,604 → → → → → → → → → 14.0

↑ （単位：千円）

(7) (8) (9) (10) (11) (12) (13)

解消可能資金
不足額

資金不足額・剰余
額（連結実質赤字

比率）

資金不足額（資金
不足比率）

営業収益の額
-受託工事収

益の額

うち指定管理
者利用料金

k+l
（宅造のみ）

資本+負債
 k

PFI建設事業費等
のうち流動負債に
係るリース債務　l

事業の規模
(10)or(11)

繰越欠損金

0 638,831 - 369,711 - 369,711 - 10.3

0 214,772 - 281,425 - 281,425 - 3.5

（単位：千円）

(7) (8) (9) (10) (11) (12)

解消可能資金
不足額

資金不足額・剰余
額（連結実質赤字

比率）

資金不足額（資金
不足比率）

営業収益の額
-受託工事収

益の額

うち指定管理
者利用料金

資本+負債 （宅
造のみ）

事業の規模
(10)or(11)

0 8,001 - 6,991 *** *** 6,991 - *** 0.1

資金不足比率
(9)/(12)（％）

標準財政規模
比 (8)/x （％）

標準財政規模
比 (8)/x （％）

資金不足比率
(9)/(12)（％）
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